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教育政策課長 

 

 

 

 

 

松本 光裕 

海老名 正規 

井利元 裕哉 

中山 登 

福多 博史 

地面 浩 

 

 

 

 

 



 

- 1 - 
 

［開  会］ 

教育長    定例会を開会する旨を告げる。 

 

 

［会議録の承認］ 

教育長    配付されている会議録を承認して差し支えないかを各委員に 

諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    会議録を承認する旨を告げる。 

 

 

［議 事］ 

教育長    議案第１９号を非公開として差し支えないかを各委員に諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    そのように取り計らうこととし、議事に入ることを告げる。 

 

《協議事項１ 鴨島支援学校における知的障がいのある児童生徒の受入れに 

ついて》 

 

教育長        説明を求める。            

特別支援教育課長 内容等を説明する。 

 

〈質 疑〉 

島委員：利便性が上がるということでよいと思う。ＪＲの駅から２キロほ 

ど離れている。現在はどのように登校しているのか。 

特別支援教育課長：現在鴨島支援学校にはスクールバスは走っていない。保護者の 

方に送迎の御協力をお願いしているところ。 

島委員：知的障がいの方を受け入れるようになったら、保護者の方が送迎

するのか。 

特別支援教育課長：通学支援についても、学校や児童生徒のニーズを踏まえなが

ら、検討を進めていく。 

岡本委員：通うには不便な場所だと思う。スクールバスを運行するなど、

通いやすいようにしてほしい。 

特別支援教育課長：十分に検討を進めていく。 

 

教育長    協議事項１を議案第２２号として付議してよいかを諮る。 
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各委員    異議なし。 

教育長    議案第２２号を原案通り決定してよいかを諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    議案第２２号を原案通り決定する旨を告げる。 

 

《議案第２１号 徳島県立学校規則の一部を改正する規則について》 

 

教育長    説明を求める。                                          

特別支援教育課長 内容等を説明する。 

 

〈質 疑〉 

特になし。 

 

教育長    議案第２１号を原案通り決定してよいかを諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    議案第２１号を原案通り決定する旨を告げる。 

 

《報告事項１ 令和８年度徳島県立特別支援学校高等部生徒募集選抜実施要領 

一覧について》 

 

教育長        報告を求める。               

特別支援教育課長 内容等を報告する。 

 

〈質 疑〉 

島委員：聴覚障がいのある方は歯科技工士になる方が多かったが、時代の

流れとともにパソコンを使った仕事等、違う業種にいく方が増

え、関東・関西にあった歯科技工士の養成校も閉校が決まった。

時代の変遷とともに就職先も変わっていく。卒業生の就職先やど

のような道で活躍しているかによって教育課程や募集要領も変わ

るという話になると思うので、定期的に卒業生の現状を把握する

ようにしたら良い。 

特別支援教育課長：現状を把握し、時代のニーズに合った職種を見極めながら、そ

れを教育課程に落とし込んでいくことが大事と考えている。情

報収集しながら学校と連携して考えていく。 

岡本委員：進路状況のＱＲコードを入れたことは評価したい。障がいのあ

る方が、就職をした先で長時間同じ業務を丁寧にする特性を活
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かして活躍するのを目にした。そういう職業訓練的なことも非

常に大事だと思うので、そういった教育活動が行われるよう願

っている。 

 

《報告事項２ 令和７年度第１回徳島県学びの多様化学校の在り方検討会議 

議事内容について》 

 

教育長         報告を求める。                                 

いじめ・不登校対策課長 内容等を報告する。 

 

〈質 疑〉 

岡本委員：遠くて通いづらいといった意見は、この検討会議では出なかっ

たのか。 

いじめ・不登校対策課長：距離的な部分の話はいただいた。距離的になかなか登校しづ

らい状況にある生徒に対しては、オンラインを活用するほ

か、その教育内容が県全体で活用できるようなシステムが構

築されればよいのでは、といった意見もいただいた。 

岡本委員：学びたいけれど学ぶ場が違う児童生徒にとって、鳴門教育大学

内に学びの多様化学校ができることは意義があって面白い取組

だと思う。私の関わってきた子供たちは、ネグレクトであった

りヤングケアラーであったり、学習するのが難しく、登校する

ことすら難しい子で、スクールバスを乗り遅れたら登校できな

かったり、長時間机に座ることができない子だったり、そうい

う子たちが、どこかで学べるシステムが必要ではないかと思う。

メリットがたくさんあることは十分に分かった。 

いじめ・不登校対策課長：学びの多様化学校、教育支援センター、民間のフリースクー

ルと、それぞれ児童生徒の実態に応じて、学びの場の選択肢

が広がることが必要である。それぞれの状況に応じて、児童

生徒や保護者のニーズに合わせて進めていきたい。 

島委員：最近では、会社の会議でもハイブリットで行っている。近くの 

方は集まり、遠隔地の方は、オンラインで参加している。いろい

ろな都合で、通えないときはＷｅｂ授業を受けることができる機

会があれば良い。常にオンライン配信をすることは供給する側は

大変になるが、可能であればそういう子どもにも対応できる設備

面も整えてほしい。 

いじめ・不登校対策課長：設置する方向になれば、そういったことも検討していきた
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い。 

糸井委員：既存の学校が多様化していくのだろうか、今は学校に行けてい

るが、しんどくて我慢しているような子にとって多様化学校の

ようなシステムが必要ではないか。 

いじめ・不登校対策課長：学びの多様化学校の教育内容やビジョン、進めていく中で得

た知見を、既存の学校の子どもたちにも還元されていくこと

がねらいの一つである。既存の学校の不登校支援の対策に有

効になることは活用していきたい。現在、学校の中でＳＯＳ

を打ち明けられて、教員も把握でき対応がすぐにできるよう

な体制づくりを実施している。学びの多様化学校でもシステ

ム化し活用していきたい。 

 

《議案第２０号 徳島県会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する 

規則の一部を改正する規則について》 

 

教育長    説明を求める。                                          

教職員課長  内容等を説明する。 

 

〈質 疑〉 

   特になし。 

 

教育長    議案第２０号を原案通り決定してよいかを諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    議案第２０号を原案通り決定する旨を告げる。 

 

［非公開］ 

 

《議案第１９号 徳島県教育職員免許状再授与審査会委員の委嘱について》 

 

 

［閉 会］ 

教育長    本日の議事が全て終了したので閉会する旨を告げる。     

               

                                   閉 会  午前１０時４０分 


